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ユーザーの権限（アドミンユーザーと検索ユーザー） 

ユーザーには、「アドミンユーザー」と「検索ユーザー」があり、それぞれ以下の機能を使うことができます。 

 

「アドミンユーザー」・・・全体管理とスピーディーなフィードバックを実現 

アドミンユーザーは、検索ユーザーの ID 登録管理やアクセス情報などのログ管理、クエリの管理を行うことができます。アドミンペー

ジから特許検索はできません。特許検索をしたい場合は「検索ユーザー」としての登録が必要になります。 

「検索ユーザー」・・・検索機能を提供 

検索ユーザーは、特許検索エンジンの各機能を利用することができます。検索機能と分析機能、検索式の保存やお気に入り機

能、特許共有機能など、データの検索、分析と共有に必要な機能を利用できます。 

 

ご利用までの流れ 

※以下では、①は完了している前提として、②の段階より説明しています。 

 

０．会員登録 ～ ログインまでの方法 
STEP1：会員は以下画面「会員登録」より「会員情報入力」ページに遷移し、 

「ユーザ名」にメールアドレスを入力し「確認要請」のボタンをクリックしてください。 

    
STEP2：メールアドレスを入力し、「確認要請」をクリックすると、入力したメールアドレスに「認証番号」が届きます。届いた認証番

号を入力し「確認」をクリックしてください（10 分以内に完了してください）。 
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STEP3：以下の画面が表示されたら検索ユーザーの登録手続きは完了となります。 

※アドミンユーザーから承認されると利用を開始することができます。 

 
 

STEP4：承認（アドミンユーザーが行います） 

アドミンユーザーは、「会員情報」の項目内の「会員登録申請リスト」より検索ユーザーの「承認」をクリックし、検索ユーザーの承

認手続きを完了してください。承認完了後、検索ユーザーは検索エンジンを利用開始することができます。 

 
 

STEP5：アドミンユーザーより承認されたら検索ユーザーページよりログインしてください。 
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１．検索機能について 
ログインすると以下の TOP 画面が表示されます。画面上部（下記赤枠部）からは各知財権の「キーワード検索」「詳細検索」

そして「AI 機能」をお使いいただけます。 

【TOP】 

 
 

【AI エージェント（ChatTokkyo）】 
AI エージェントを実装した ChatTokkyo は、入力された質問や技術文書の意図を深く理解し、適切な特許データベース検索、専門

的な要約、比較、ドラフト生成、レポート作成などを自動で最適化します。 

 

＜使い方＞ 

1. 【対象特許の指定】：質問したい特許を選びます。 

検索機能を使って特許番号やキーワードで特許を絞り込むか、 

または、手元にある技術メモなどの社内文書をアップロードします。 

 

2. 【特許への質問・対話】：選んだ特許について、AI チャット欄で自由に質問できます。 

たとえば「この特許の技術的特徴をまとめて」「類似する特許を教えて」「この請求項と図面の対

応を教えて」など、気になることを自然文で入力するだけで、AI が最適な形で回答します。 
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＜画面構成・操作の基本＞ 

画面中央チャット欄より利用開始。対象国と「検索 on/off」を選択し、チャット開始できます。 

過去のチャット履歴は画面左側のボタンで確認可能です。 

画面右側からは特許番号の入力、ファイルアップロードが可能です。 

 
 

・「テンプレート」機能で AI への入力内容をアシスト 
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・よく使う AI への入力を「マイテンプレート」として保存可能 

 
 

・検索結果リストから「ソースに追加」をクリックすることで、AI に特許の内容について質問や分析が可能に。 
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・キーワード検索、お気に入り登録をした特許を ChatTokkyo のソースへ追加できる 

 
 

・検索のコツ 
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・「ソース」に追加した特許に関するチャットの操作方法 

 
 

 

・「ソース」に追加した特許についての分析 

 
 

注意：生成 AI が作成した分析計画に「承認/修正」の指示が必要な場合があります。トークンの無駄な消費を避けるため、事

前に方針について確認の上実行する設計となっております。 
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＜使用の際の注意点＞ 

１． Tokkyo ポイントについて 

Tokkyo ポイントは、ChatTokkyo を利用する際に必要となる「利用量の上限」を管理するためのポイン

ト（トークン）です。ユーザーID ごとに毎月 10,000 ポイントが自動的に付与されます。約 200～300

回のチャットが可能。 

検索や要約、特許比較、ドラフト生成など、AI による各種処理を実行するたびに、処理した文字数に応

じてポイントが消費され、日本語の場合は 1 ポイント＝1 文字（トークン処理により単語や文脈により異

なります）が目安です。 

月間のポイントが上限に達すると、その月は新たな AI 処理ができなくなりますので、ご利用状況やポイン

ト残量にご注意ください。追加購入が必要な場合は弊社窓口又は担当者にご連絡ください。 

 

２． アップロードできるファイルについて 

アップロード可能なファイル形式・サイズ：「.txt」「.md」に対応（エンコードは UTF-8 に指定してくださ

い）。各ファイル 30KB まで 

ファイルは 1 つのチャット内で 10 件までアップロード可能（特許は上限なし） 

 

３． 自然文を使った特許検索をする際の注意 

ファイル名・特許番号の記載方法は指定ルールに従うこと（例：「JP20xxxxxxx」など） 

ChatTokkyo で AI 検索を行う場合は特許番号や発明者名において完全一致を要求するため注意が

必要です。  
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【AI ドラフト】 

「AI ドラフト」をクリックすると、アイデアのブラッシュアップに適した「生成 AI」と、弁理士に出願を相談する際の「発明届」や「発

明提案書」といった、特許出願依頼のフォーマットの作成を支援する「生成 AI Plus」を選択する画面が表示されます。 

 
 

 

「生成 AI Plus」の使い方：タイトルを入力し、発明の名称や技術分野に概要を入力し、生成してください。 
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各ボタンの説明： 

 

 

生成 AI 機能 

1. 新しい特許明細書の作成 

    - 生成したい項目を選択すると、テキストボックスが出現するので、発明概要を入力してください。 
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2. ブラッシュアップ 

    - AI が生成した明細書案を修正したい場合は、生成完了後に表示される「内容修正」ボタンをクリックすると、修正指示を出

すことができます。以下では「請求項１に入力手段と出力手段に関する記載も追加してください。」と指示をしています。 

 

 
 

 

3. 類似特許のリスク回避・出力内容のダウンロード 

    - 生成した請求項や明細書の案を基に、「プライベート特許検索®」で類似特許を検索できます。画面右下にある「項目別

特許検索」より、AI テキスト検索を利用した特許検索を行うことができます。 
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【AI テキスト検索】 
「AI 検索」をクリックすると、入力部が表示されます（下図左）。 

文章を入力し、検索ボタンをクリックすると、類似特許が、類似率順に上位 300 件表示されます（下図右）。 

       
 

・AIおすすめ：AI が自動的に関連性の高い類似特許を推薦します。※「AI おすすめ」は、一定のスコアを越えた場合に表示 

・ユーザーキーワード：ユーザーが入力した文章の中から AI が重要と判断したキーワードを抽出します。キーワードをクリックする

と、そのキーワードに重み付けをしたうえで再度検索結果を表示します。 

・AI分析キーワード：AI が明細書中に含まれるキーワードのうち重要と判断したキーワードを抽出します。色がついているものは

ユーザーが検索の際に入力した文章から抽出したキーワードと重複するもの、グレーのキーワードはユーザーが入力した文章には含

まれないが、明細書中に含まれるキーワードのうち AI が重要と判断したキーワードです。 

※本機能は生成 AI ではございません。自然言語での対話をする場合は「ChatTokkyo」をご利用ください。 

【キーワード検索】 
以下 TOP ページ上部の検索窓（赤枠部分）よりご利用いただけます。 

 
 

演算子について（「詳細検索」の各ページに表示される「検索語ガイド」ボタンからも見ることができます。） 

演算子の名称 AND OR NOT 優先演算 完全一致 ワイルドカード 

演算子 ブランク, * +, | ! ( ) " " ? 

例示 A B, A*B A+B, A|B !A C*!(A+B) “A B C” AB?, ?AB 

説明 

A と B両方が含

まれている検索

結果が表示 

A と Bのいずれ

かが含まれてい

る検索結果が表

示 

A を含まない検索

結果が表示 

C を含む検索結果のうち A と

Bのいずれかが含まれている

検索結果を除いた検索結果が

表示 

「A B C」という文

言がそのまま含まれ

ている検索結果が表

示 

AB5、ZXSDAB など

任意の文字が含まれて

いる検索結果が表示 

演算子の名称 近傍検索 近傍検索 

演算子 a n 

例示 A,a,B, A,a5,B A,n,B, A,n5,B  

説明 
入力単語の順序によって影響を受けます。(入力した順序で動作) 

A と Bの間に文字がある検索結果を表示します。 

入力単語の順序に関係なく A と Bの間に文字がある検索結果を表示しま

す。 
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【詳細検索】 
詳細検索からは、リーガルステータス、特許公報の内容、期間、特許番号、特許分類、人名について検索できます。 

下記赤枠部分をクリックすると詳細検索の項目を入力する画面が立ちあがります。 

 
 

項目別検索 

【項目別検索で検索できる内容について】 

・ステータス（知財の現在のステータスを絞り込んでの検索） 

・グループを読み込む（あらかじめ設定したグループを呼び出すことができます。グループ企業や、関連する特許分類についてあらかじめグループ化をし

ておくことでより精度の高い検索・分析を実現できます。） 

・内容検索（全項目、発明名称、要約、請求範囲、明細書、図面キーワード、タグ） 

・期間検索（出願日、公開日、登録日、国際出願日、優先権主張日、国際公開日） 

・番号検索（出願番号、公開番号、登録（特許）番号、国際出願番号、優先権主張番号、国際公開番号） 

・分類検索（IPC、FI、F ターム、テーマコード） 

・人名検索（出願人 · 権利者、代理人） 

・タグ検索（あらかじめつけておいた独自分類） 

各項目の間にある「AND」「OR」より、検索項目同士の AND、OR 検索を行うことができます。 

内容検索については、画面右側の「＋」をクリックすることで項目を追加できます。 

※同一項目内の AND、OR 検索を行いたい場合は、各検索バー（以下青枠部分）に演算子を入力してご利用ください。 

例：富士通と東芝両方の特許を検索したい場合は「人名検索」に「富士通＋東芝」と入力
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【項目別検索補助】 

分類検索 

以下「分類照会」をクリックすると、特許分類を選択して検索することができます。 

 
以下より、「IPC」「FI」「F ターム」「テーマコード」の検索が可能です。 
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下記赤枠部分にキーワードを入力することで、検索に必要な分類コードを検索し、「＋追加」ボタンをクリック、 

最後に画面下部の「適用」をクリックすることで検索に必要な情報を入力することができます。 

 
 

人名検索 

 

(画面左のプルダウンメニューを切り替えることで、検索対象を「出願人・権利者」「発明者」「代理人」を選択することができます)。 
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企業名・人名等を入力し、検索ボタンをクリックすると検索結果が表示されます 

検索結果画面から以下赤枠部分の「固有番号」をクリックし、「適用」をクリックすると検索式に企業・人名の番号を組み込むこと

ができます。 
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検索式検索 

「検索式検索」では、検索式の作成に必要な記号を見ながら検索式を作成することができます。 

例を参考に検索式を入力してください。 

 

 
 

【企業/弁理士検索】 
検索窓左側にあるプルダウンから「企業 IP」「弁理士 IP」を検索することで企業と弁理士の検索を行うことができます。 

企業ページでは画面上部のタブを切り替えることで企業情報、知財情報、共同出願などの情報を見ることができます。 
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各タブについて： 

「当事者情報」…保有知財リスト、出願特許産業分布、法人情報、企業規模、財務情報、最新保有特許・意匠・商標を閲

覧できます（一部、データ非公開等の理由により表示されないデータもあります）。 

「保有知的財産権」…出願特許産業分布情報、引用関係や統計情報を見ることができます。 

「知的財産権分析」…年別の技術分野別特許現況、動向分析（出願推移）、共同出願分析をすることができます。 

「保有地的財産権」のタブから、以下の要領で出願している産業分布を見ることができます。 

 
 

代理人検索： 

代理人の画面からは出願企業を見ることができます。企業名をクリックすると、その代理人が代理した特許一

覧を表示できます。 

 
 

「企業全体をみる」（下図赤枠参照）をクリックすると、代理した企業の一覧と、出願数・登録数・引用件数

等の各データを見ることができます。 
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全体ではなく、個別の企業を選択し、「選択結果分析」をクリックすると（下図赤枠部）、個別企業について

分析することができます。 
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【海外検索】 
収録 DB：米国、中国、韓国、欧州（EP）、国際出願（PCT）のデータを検索することができます。 

検索窓右側に翻訳マークが表示されるものについては検索キーワードの自動翻訳を行うことができます。 

例えば、下図だと「米国」に設定しているため、マークをクリックすると英語に翻訳されます。たとえば、韓国のデータベースを選択す

ると「韓国語」、中国であれば「中国語」といった形式で変換が行われます。 

※機能については日本特許と一部異なります。 
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検索結果画面の機能一覧 
検索結果画面からは、以下の機能を使うことができます。 

 
 

1・・・タブを切り替えることで、特許/実用新案、意匠、商標、審判を検索することができます。 

2・・・「ステータス」…チェックボックスにチェックをつけて「適用」をクリックするとリーガルステータスごとにソートすることができます。 

3・・・「検索結果の分析」…検索結果の分析（登録、公開の推移や割合）、パテントマップ作成、引用関係の分析、技術分

野分析を行うことができます。 

※検索結果の分析について詳しくは 18 ページ「２．分析機能について」をご覧ください。 

4・・・検索結果の表示変更機能等 

「検索条件保存」…現在検索している検索条件を保存することができます。 

「リスト」…表示方法を切り替えることができます。 

「並べ替え」…キーワード類似率や出願日、公開日順で並べ替えることができます。 

「リスト表示数」を変更することで 1 ページあたりに表示する件数を変更できます。 

「サイズ」…文字サイズを変更できます。 

「保存」…検索結果のリストを Excel でダウンロードできます。また、公開・登録公報等を PDF でダウンロードできます。 

※Excel は一度に最大 90 件まで（あらかじめ並べ替え機能で「リスト表示数」を変更する必要があります） 

PDF は一度に 10 件までダウンロード可能です。 

「検索結果フィルタ」…出願人、出願年度、特許分類（IPC、FI、F ターム、テーマコード）でソートができます。 

※検索フィルタをかけた際、画面右側に「フィルタ内容グループ化」というボタンが表示されます。このボタンからフィルタリングでつかっ

た企業や特許分類をグルーピングできます。まとめたい特許分類やグループ企業の名寄せにお使いいただけます。 

 

2 

3 

1 

4 
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５・・・共有・メモ機能 

「共有」…別の検索ユーザーへコメント付きで共有できます。 

「お気に入り」…お気に入りに登録できます。 

「メモ」…特許に自分用のメモをつけることができます。 

６・・・独自分類機能 

「タグ」…特許にタグをつけることができます。タグをつけた特許はあとから同じタグをつけた特許を検索できます。 

 

※「SDI機能」・・・指定した特許/企業の特許の更新情報の自動通知 

本ツールでは以下の 4 つの画面にて SDI 通知設定をすることができます。通知設定をするとアカウント登録時に登録したメールア

ドレス宛に特許ステータスの更新通知が送られます。 

 

・検索結果リスト（新規登録時、公開から登録へのステータス変更時に通知） 

・個別の特許から登録する方法（ステータス変更時に通知：公開→登録 公開→拒絶 登録→取消 or 無効等） 

・企業情報ページ「保有特許」タブ（新規登録、公開から登録時に通知） 

・弁理士（新規登録、公開から登録時に通知） 

 

  

５ 

６ 
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個別特許ページから見ることができる情報 

個別特許ページからはタブを切り替えることで以下の情報を見ることができます（下図赤枠部分参照）。 

「詳細」…出願人、発明者、特許分類を見ることができます。 

企業名や個人名、代理人名をクリックすると各企業・代理人の詳細情報を見ることができます。 

「請求範囲」…請求項 ※公開公報と登録公報がある場合、請求項比較機能を使うことができます。 

「発明の詳細説明」…明細書、図面等 

「公報原文」…公報 

「訂正・補正公報」 

「行政記録」…特許願、優先権証明書提出などの審査記録 

「引用分析」…引用・被引用の特許 

「関連文献」…特許文献内にあるキーワードと類似しているキーワードを含む特許を表示（類似率の高い上位 30 件を表示） 

 

また、画面右上ボタンからは以下が可能です（下図青枠部分参照）。 

「共有」…別の検索ユーザーへコメント付きで共有 

「フォントサイズ変更」 

「お気に入り登録」…お気に入りの特許はマイフォルダから閲覧可能 

「メモ機能」…自分用のメモ機能 

 

また、特許にタグをつけることができます（特許ページ左下タグボタン参照）。タグをつけた特許はあとから同じタグをつけた特許を

検索できます。 
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【請求項比較機能】 

請求項比較機能は、出願時の公開公報と登録時の登録公報において、請求項がどのように修正されているかを比較検討する

際に便利な機能です。 

権利化の過程でどの程度限定したのかを把握できる機能となるので、他社分析に活用できます。 

使い方は、個別の特許ページより下図赤枠部をクリックすると、公開時と登録時の公報が比較されます。 

 

画面左側の「公開請求項」のうちから請求項を選択すると、その請求項と一致率の高い「登録時請求項」が一致率順に表示さ

れます。 

 

また、「登録時請求項」をクリックすると、変更されたテキストがハイライトされます。 
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２．分析機能について 
「検索結果の分析」ボタンに表示される各ボタンをクリックすることで、検索結果を分析することができます。 

※検索結果フィルタでフィルタリングをしている場合は、フィルタリング後の表示結果に基づいた分析となります。 

 

 
【検索結果の分析】 

検索結果の特許出願・登録について統計情報を表示することができます。 

【引用関係の分析】 

引用/被引用関係を図示することができます。 

右上の設定ボタンをクリックすると引用/被引用の切り替えや、表示期間の指定を行うことができます。 

左側の特許名称か、右側のグラフをクリックすると明細書などが記載されている詳細画面へと遷移できます。 

 

円のマークをクリックすると詳細情報を見ることができ、特許名称、出願番号、企業名を確認できます。 

 
1. 「引用」に設定した場合 

オレンジ・・・検索結果の特許 、 ブルー・・・ 検索結果の特許が引用した特許 、 グレー・・・収録されていないデータ 

2. 「被引用」に設定した場合 

オレンジ・・・検索結果を引用(被引用)した特許 、 ブルー・・・検索結果の特許 、 グレー・・・収録されていないデータ 

  

 



26 

 

【パテントマップ】 

「パテントマップ」のボタンからは X 軸、Y 軸の項目を選択し、バブルマップで情報を表示することができます。 

下図のように、各軸のプルダウンから項目を設定できます。チェックボックスにチェックをつけ、「保存」をクリックし、各軸の項目を確

定してください。 

X 軸、Y 軸の選択が完了したら「反映する」をクリックしてください。パテントマップが表示されます。表示されたバブルをクリックする

ことで、ページ下部にそのバブルに該当する特許が表示されます。 

 
※各ページ上部のボタンから上位 5 件、上位 10 件、上位 15 件を選択できます。 

※X 軸 Y 軸いずれかのデータのみ選択すると件数を反映した棒グラフで表示されます。 

※あらかじめグループ化（マイページや検索結果、パテントマップの作成後の画面から「企業の名寄せ」や「特許分類などをグループ化」できます）

をしていたものについて、下図赤枠部分よりパテントマップの項目に追加することができます。 

 
 

※パテントマップ作成時、画面右側に「表示データのグループ化」というボタンが表示されます。 

このボタンからパテントマップの作成につかった企業や特許分類をグルーピングできます。まとめたい特許分類やグループ企業の名寄

せにお使いいただけます。 
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パテントマップに表示した FI や F タームなどの特許分類はマウスオーバーすることで中身を確認できます。 

 
 

 

※X 軸 Y 軸いずれかのデータのみ選択すると件数を反映した棒グラフで表示されます。 

 

 



28 

 

 
 

 

【技術分野分析】 

検索結果の技術分野を、WIPO（世界知的所有権機構）の提供するテクニカルドメインをベースにし、各特許に割り振られた

IPC 使って分類したものになります。 

用途探索などに使うことができる機能で、検索結果がどの産業において特許出願されているかを見ることができます。 

 

＜活用例＞ 

「ブロックチェーン」で検索をした場合、どの技術分野において特許が出願されているかを表示することができます。たとえば、「ゲーム」

などの技術分野を選択することで、その分野における技術の活用方法を把握することができます。 

また、「ゼラチン」「合成ゴム」などの素材名を検索することで素材の活用事例の探索などを行うこともできます。 

 
「グラフ変更」ボタンからは、折れ線グラフ、棒グラフ、パイグラフへの表示変更が可能です。 

「分析結果ダウンロード」からグラフを Excel でダウンロードできます。 

各件数を選択すると、選択範囲に該当する特許が分析結果の下に表示されます。 
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グラフの一部をクリックすると、該当箇所の特許がソートされ、グラフ下に表示されます。 
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３．マイフォルダ機能 

検索履歴やお気に入り、タグ、メモを分野、案件ごとに管理することができます。 

【マイフォルダ】 

画面右上のユーザー名をクリックし、表示されるタブにある「マイフォルダ」よりフォルダの追加や編集をすることができます。 

画面左に表示されるフォルダのマーク（下図赤枠参照）をクリックすることで各フォルダを切り替えて表示できます。 

フォルダ単位で検索管理（検索履歴・検索条件）、お気に入り、タグ/メモを付けた知財、ダウンロードした知財、共有した知財

の管理を行うことができます。 

 
 

各フォルダからプロジェクト使用履歴、検索履歴、検索条件、お気に入り、タグ記録、メモ記録の内容を確認できます。 

「全プロジェクト」の「追加」（下図赤枠部分）よりフォルダを作成・追加できます。 

 

 



31 

 

 
 

【フォルダの切り替え】 

切り替え先のフォルダが選択された状態で右下の「変更」をクリックすることでフォルダを変更できます。 

 
 

※プロジェクトの切り替えは、TOP 画面や、検索結果画面の「マイプロジェクト」からも行うことができます。 
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【プロジェクト移動】 

あるプロジェクトで使用した検索式などの検索条件を別のプロジェクトに移行することができます。 

検索をしていて、「これは別のプロジェクトで使えそうだ」という検索条件が見つかった場合、別のプロジェクトでその検索条件を使う

ことができます。 

 

「検索条件」をクリックし、「プロジェクト移動」を選択すると、チェックをつけた検索条件を別プロジェクトに移動することができます。 
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【プロジェクト内検索】 

各プロジェクトで保存された検索履歴や検索条件を項目ごとに検索することができます。 

以下赤枠部分プルダウンより項目を選択し検索してください。 

 
 

【検索フィルタグループ化】 

「検索フィルタグループ化」の項目より、企業の名寄せや特許分類のグルーピングをすることができます。 

グループ化したデータはフィルタリングやパテントマップの作成時に利用することができます。 

 

 
 

グループ化データ生成からは、「出願年度」や「出願人」をグルーピングし、登録しておくことができます。 
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４．アドミンユーザーの機能 
アドミンユーザーがログインすると以下のようなダッシュボードが表示されます。 

 
ダッシュボードからは以下の機能を使うことができます。 

「統計」…機能別使用詳細（検索履歴の確認など）や、会員別使用頻度の確認ができます。 

「会員情報」…会員登録申請リスト（この機能から検索ユーザーを承認できます -p4参照）、会員管理、システム管理者 

「お問い合わせ」…検索ユーザーからのお問い合わせの確認ができます。 

 


